


スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

■ テニス

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に考え、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約、選手と対
等の関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯
● 選手の支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟にオフィ
シャルパートナーとして支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/
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ご あ い さ つ

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟

     会 長   世 耕 弘 成

第６６回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会が、盛大に開催されますことを心より

お喜び申し上げます。全日本選手権大会は１９５６年に第１回大会を開催して以来、国内

で最も権威ある大会です。ここ夢の島アーチェリー場は、２０２０東京オリンピック会場であ

り、レガシーとして多くのアーチェリー競技会が開催され、多くの方々に参加していただい

ております。今年も全日本選手権大会はこれまでの歴史を継承するとともに、更に新しい

形での選手権大会を行います。厳しい国内選考を勝ち抜かれた多くのトップのアーチャー

に出場していただき、観客の皆様にも見て楽しんでいただける大会を目指し、昨年同様２

０２０東京オリンピック決勝会場（別会場）でメダルマッチを開催いたします。

今年は、第 33 回フランスパリオリンピック競技大会、世界フィールド選手権大会、と先

日の佐賀２０２４国民スポーツ大会アーチェリー競技会とビックゲームが数多く開催され、

参加された選手の活躍は、国民にスポーツのチカラを届けることができたと思います。ス

ポーツ界にとっても「体育」から「スポーツ」へを大きなターニングポイントとなる一年でも

あり様々な取り組みも行われスポーツの価値を高め、スポーツの持つ力を感じていただけ

たと思います。

今大会は、2025 年ナショナルチーム選考対象大会となります。2025 年には、韓国光

州広域市で開催される世界選手権大会、世界ユース選手権大会、ユニバーシティゲームス

と主要世界大会がおこなわれます。

今大会に出場される選手の皆様、日頃からのたゆまぬ努力、ひたむきに自分と闘う強

さ、悔しさ、支えてくださる皆様への感謝があるからこそ、そこには「感動」が生まれます。

「射抜け あなたの夢を」のスローガンのもと、夢が叶う・夢は叶うと信じ、日本一の栄冠を

勝ち取るべく日頃の鍛錬の成果をいかんなく発揮され最後まで全力を尽されることを祈

念いたします。

最後に、今大会を開催するにあたり大変ご尽力いただきました関係各位の皆様に心か

らの感謝と敬意を表するとともに、今大会が成功裡に終了することを祈念いたします。
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【スローガン】

【ビジョン】
アーチェリーを通して、健康的で明るく、心豊かな生活を創造します。

【目 的】
アーチェリーに関わる世界中の人々が、信頼と尊重で結ばれることが、私たちの真のターゲットです。

【めざす姿】
選手、役員、アーチェリーに関わるすべての人が、お互いを思いやり、世代を超えて連繋しあう、明る

いアーチェリー界。

【新しい体制による取り組み】
多様性を重んじ、他者を尊重し、互いを認め合いながら、新しいことにチャレンジし、広く愛されるア

ーチェリー界を創造する。

【行動指針】
私たちは つの 「Ｆ」 に基づいて行動します。

★Ｆａｉｒｐｌａｙ

互いを尊重し、公正かつ誠実に行動します。

★Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ

老若男女・ハンディキャップ・国境の壁を超えて、仲間を増やします。

★Ｆｉｇｈｔｉｎｇ ｓｐｉｒｉｔ

目標に向け、日々の研鑽を惜しまず、自己を成長させます。

【選手の心構え】
礼儀を尊び規律を遵守し、参加者との友好親善に努める。（ 日本選手団編成方針からの抜粋）

オリンピック憲章の根本原則（抜粋）
オリンピズムの目的は、 人間の尊厳の保持に重きを置く平和な社会の推進を目指すた

めに、 人類の調和のとれた発展にスポーツを役立てることである。

スポーツをすることは人権の つである。 すべての個人はいかなる種類の差別も受

けること なく、オリンピック精神に基づき、スポーツをする機会を与えられなければな

らない。 オリンピック精神においては友情、 連帯、 フェアプレーの精神とともに相互

理解が求められる。

【環境宣言 スローガン】

「来たときよりもきれいに！」
１． 私たちはアーチェリーを楽しみ、豊かな未来のために地球環境をより良くするよう行動します。

２． みんなでスポーツの未来を考え、みんなで今の環境を大切にしよう。

３． エネルギー・資源の節減、ごみの分別、リユースできることを考えよう。

４． 人・水・空気・土の大切さを考え、環境活動をみんなと協力して実践しよう。

５． 環境を考え、模範となり、継続的な活動を実践しよう。

６． アスリートが良い環境で競技できるようにしよう。

７． ルールとマナーを順守しアーチェリーを安全に楽しみ環境に貢献しよう。

【安全宣言】
１． 私たちは、たとえ矢をセットしていなくても、決して弓を人に向けません。これがアーチェリー最

大のマナー常識です。

２． 私たちは、アーチェリーに真剣に取り組みます。

３． 私たちは、ルールを守ります。

４． 私たちは、アーチェリーを自己責任のスポーツであることを理解します。

５． 私たちは、事故撲滅のため、「安全マナー」「事故防止に向けて」などの基本を守って事故ゼロを
宣言します。

６． 私たちは、指導者・管理者の注意を守ります。

７． 指導者は、先ず安全教育から始めます。

８． 指導者は、技術と共に、心豊かな人材育成を心がけます。

９． 私たちは、相手を誠実に思いやり、尊敬し、真剣に競技して、良いアスリート・心豊かな人になる
ことを宣言します。

支援ステーション・ホットライン（相談・通報窓口）を設置しています

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟（以下「本連盟」という）は、公益通報者保護法に基づき、

内部通報の受付等に対応するため、外に「通報受付窓口」を設置し、内部通報の取り扱いに関す

る体制を整備しています。

※ 詳細は連盟ホームペー「内部通報制度運用規程」により確認ください。

※ 通報用紙は本連盟ホームページより入手できます。

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟ホームページ
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坂田 百合子 渓 充 山ノ内 祥訓 内 間 春 野 大 竹 肇

木 原 佳 介 篠 原 正 俊

上 訴 委 員 長 田 中 伸 周

上 訴 委 員 祝 迫 修 田 中 俊 之
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Ｄ Ｏ Ｓ 小野寺 長久
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日　付

　 8:30 　会場オープン

　10:00～11:00 　受付

　10:05～11:00 　用具検査・公式練習

　11:00～11:10 　監督会議

　10:10～11:20 　開会式

　11:30～12:30 　CP・BB予選ラウンド前半36射(1立・6射6回)

　12:50～13:50 　CP・BB予選ラウンド後半36射(1立・6射6回)

　14:10 　予選通過者発表

　14:40～15:10 　1/8イリミネーション(CP男子)

15:20～15:50 　1/4ファイナル(CP男子・女子、BB男子)

　16:00～16:30 　セミファイナル(CP男子・女子、BB男子・女子)

　16:40～ 　表彰式(5位～8位)

　 8:30 　会場オープン

　 9:00～10:50 　受付 　 9:05 　練習会場オープン(アーチェリー場)

　 9:05～10:50 　用具検査・公式練習

　10:50～11:00 監督会議

　11:00～11:10 　開始式

　11:20～12:35 　RC予選ラウンド前半36射(2立・6射6回) 　11:30～11:45 　BB女子ブロンズメダルマッチ

　 　11:45～12:00 　BB男子ブロンズメダルマッチ

　12:00～12:15 　CP女子ブロンズメダルマッチ

　12:15～12:30 　CP男子ブロンズメダルマッチ

　12:35～14:05 　RC予選ラウンド後半36射(2立・6射6回) 　12:45～13:00 　BB女子ゴールドメダルマッチ

　13:00～13:15 　BB男子ゴールドメダルマッチ

　13:15～13:30 　CP女子ゴールドメダルマッチ

　13:30～13:45 　CP男子ゴールドメダルマッチ

　14:00～14:10 　表彰式(4位)

　14:10～14:20 　メダルセレモニー

　14:25 　予選通過者発表

　14:50～15:20 　1/16イリミネーション(RC男子、RC女子)

　15:30～16:00 　1/8イリミネーション(RC男子、RC女子)

競技進行予定表

10/26(土)

予選会場(アーチェリー場) ファイナル会場(陸上競技場)

10/25(金)
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日　付

　 9:00 　練習会場オープン

10:00～10:15 　RC女子1/4ファイナル①

　10:15～10:30 　RC女子1/4ファイナル②

　10:30～10:45 　RC女子1/4ファイナル③

　10:45～11:00 　RC女子1/4ファイナル④

　11:00～11:15 　RC男子1/4ファイナル①

　11:15～11:30 　RC男子1/4ファイナル②

　11:30～11:45 　RC男子1/4ファイナル③

　11:45～12:00 　RC男子1/4ファイナル④

　12:15～12:30 　RC女子セミファイナル①

　12:30～12:45 　RC女子セミファイナル②

　12:45～13:00 　RC男子セミファイナル①

　13:00～13:15 　RC男子セミファイナル②

　13:30～13:45 　RC女子ブロンズメダルマッチ

　13:45～14:00 　RC男子ブロンズメダルマッチ

　14:00～14:15 　RC女子ゴールドメダルマッチ

　14:15～14:30 　RC男子ゴールドメダルマッチ

　15:00～15:10 　表彰式(4位～8位)

　15:10～15:20 　メダルセレモニー

　閉会式

※　進行状況により時間の変更があります

　　 開始時間が早まることも予想されますので、時間に余裕をもって行動してください

記録速報＆結果配信

QRコードを読み取ってアクセスしてください

もしくは以下のURL よりアクセスしてください

決勝ラウンドのマッチプレイチャートもこちらよりご覧いただけます

予選会場(アーチェリー場) ファイナル会場(陸上競技場)

10/27(日)
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競  技  方  法 

競技は全日本アーチェリー連盟競技規則（２０２4～２０２5 年）および本大会の規定にて実施 

 

予選ラウンド „  会場 ： アーチェリー場  

部  門 種 別 競  技 予選通過人数 実施日 

リカーブ部門 
男子 

７０m ラウンド 
32 名 

10/26(土) 
女子 32 名 

コンパウンド部門 
男子 

５０m ラウンド 
16 名 

10/25(金) 
女子 8 名 

ベアボウ部門 
男子 

ベアボウ５０m ラウンド 
8 名 

女子 4 名 

  

 

決勝ラウンド 

部  門 競  技 実施日 会 場 

リカーブ部門 

(セットシステム) 

1/16 イリミネーションラウンド 

1/8 イリミネーションラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/26(土) アーチェリー場 

1/4 ファイナルラウンド 

セミファイナルラウンド 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

10/27(日) 陸上競技場 

コンパウンド部門 

(合計得点制) 

1/8 イリミネーションラウンド(男子のみ) 

1/4 ファイナルラウンド 

セミファイナルラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/25(金) アーチェリー場 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

10/26(土) 陸上競技場 

ベアボウ部門 

(セットシステム) 

1/4 ファイナルラウンド(男子のみ) 

セミファイナルラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/25(金) アーチェリー場 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

10/26(土) 陸上競技場 
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マッチ戦の競技方法（リカーブ部門・ベアボウ部門） 

① 射距離はリカーブ部門 70m、ベアボウ部門は 50ｍ、標的は 122cm 標的面を使用する。 

② 勝敗は、セットの合計ポイントで決定する。    

③ セットの勝者（高得点競技者）は 2 ポイント、同点の場合は両者が１ポイントを獲得する。  

④ ３射５セット・マッチで、先に６ポイント以上獲得した競技者が勝者となり、次のラウンドに進む。 

⑤ ５セット終了時に同ポイント(５ポイント)の場合は、シュートオフにより勝敗を決定する。  

⑥ シュートオフは、１射のみ行う。同点の場合、中心に近い矢を射った競技者が１ポイントを獲得して勝者と

なる。 

⑦ 同時行射の場合は９０秒で３射する。 

⑧ 交互行射の場合は予選ラウンド上位者が先攻・後攻を選択し、１射２０秒で交互に３射する。第２セット以

降は、セットポイントの低い競技者が次のセットを先に行射する。同点の場合は、第１セットと同じ順番と

なる。  

 

 

マッチ戦の競技方法（コンパウンド部門） 

① 射距離は 50ｍ、標的は 80cm６リング標的面を使用する。  

② ３射５エンド・マッチで、合計点が高い競技者が勝者となり、次のラウンドに進む。 

③ ５エンド終了時に同点の場合は、シュートオフにより勝敗を決定する。  

④ シュートオフは、１射のみ行う。同点の場合、中心に近い矢を射った競技者が勝者となる。 

⑤ 一斉行射の場合は９０秒で３射する。 

⑥ 交互行射の場合は予選ラウンド上位者が先攻・後攻を選択し、１射２０秒で交互に３射する。第２エンド以

降は、合計点の低い競技者が次のエンドを先に行射する。同点の場合は、第１エンドと同じ順番となる。 

 

    

最終順位の決定方法 

① 1/8 イリミネーションで敗退した競技者は 9 位、1/16 での敗退した競技者は 17 位とする。 

② 1/4 ファイナル（準々決勝）で敗退した競技者は、セット制では 1/4 ファイナルでの獲得ポイント数で順位

を決定する。同ポイントの場合は、マッチでの合計得点で順位を決定する。これがまだ同数の場合、同順

位とする。 

③ 合計得点制では 1/4 ファイナルでの合計点数（点数・１０点数・Ｘ数）で順位を決定する。これがまだ同数

の場合、同順位とする。 

 

 

表   彰 

 

部  門 男  子 女  子 

リカーブ部門 1 位 ～ 8 位 1 位 ～ 8 位 

コンパウンド部門 1 位 ～ 8 位 1 位 ～ 4 位 

ベアボウ部門 1 位 ～ 4 位 1 位 
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アーチェリーの競技について

現在日本国内で行われているアーチェリー競技は、ターゲットとフィールドのほぼ２種目です。全日

本ターゲットアーチェリー選手権大会は、ターゲット競技の中の、アウトドアターゲットラウンドの年

間チャンピオンを決定する競技会となります。

アウトドアアーチェリーラウンドは屋外の平坦なグラウンドで行われる競技です。使用する弓の形状

によってリカーブ部門、コンパウンド部門、ベアボウ部門に分かれます。

リカーブ部門で使用される弓は、弓の両端部分が反り返った（ ）形状をしたものです。通常、

サイト 照準器 、スタビライザー 安定器 、クリッカー（引き尺確認装置）などのアクセサリーを装着

します。現在、オリンピックや国体ではこのタイプの弓だけが使用を認められています。

コンパウンド部門で使用される弓は、弓の両端部分に偏芯滑車がついており、この作用によって引

き重量が途中で軽くなって引き易く射ちやすくなります。この部門では発射補助装置（リリーサー）

を使用することもできます。

また、近年日本でも人気がでてきたのが、ベアボウ部門です。サイトや安定器などを装着せず、射手

の感覚によって矢を放つスタイルです。２０２１年から全日本ターゲットアーチェリー選手権大会にも

ベアボウ部門が加えられました。

リカーブ
リムの先端が、逆反りした形状の弓。オリンピックと国民体育大会では、この

タイプの弓だけが使用を認められています。

コンパウンド
両リムの先端に付けられた偏芯滑車の作用で、引き加重が途中で軽くなる

弓。リリーサー（発射装置）の使用も認められています。

ベアボウ
弓の形状はリカーブの弓と同じですが、サイト（照準器）やスタビライザー

（安定器）などを装着せず、射手の感覚によって矢を放つ弓のスタイルです。

リカーブ部門

７０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を

７０ｍラウンドといい、国内では、このラウンドだけを単独の競技会として、数多く実施されています。

年齢区分によって１８歳未満を「 」、５０歳以上を「 ＋」という種別として開催される競技会も

あり、射距離を６０ｍに短くして行います（６０ｍラウンド）。

標的の直径は１２２ｃｍ、５色の色環帯（中心から、黄、赤、青、黒、白色）で構成され、これがさらに

個ずつの得点帯に分割され、直径 ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最

外側の得点帯が１点になります。

全日本選手権大会では、７０ｍラウンドが予選となり、男女上位３２名が決勝ラウンドに進出するこ

とができます。決勝ラウンドはトーナメント方式となり、１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制

による１対１のマッチ戦が、７０ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われます。セットポイントは、勝てば２
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アーチェリーの競技について

現在日本国内で行われているアーチェリー競技は、ターゲットとフィールドのほぼ２種目です。全日

本ターゲットアーチェリー選手権大会は、ターゲット競技の中の、アウトドアターゲットラウンドの年

間チャンピオンを決定する競技会となります。

アウトドアアーチェリーラウンドは屋外の平坦なグラウンドで行われる競技です。使用する弓の形状

によってリカーブ部門、コンパウンド部門、ベアボウ部門に分かれます。

リカーブ部門で使用される弓は、弓の両端部分が反り返った（ ）形状をしたものです。通常、

サイト 照準器 、スタビライザー 安定器 、クリッカー（引き尺確認装置）などのアクセサリーを装着

します。現在、オリンピックや国体ではこのタイプの弓だけが使用を認められています。

コンパウンド部門で使用される弓は、弓の両端部分に偏芯滑車がついており、この作用によって引

き重量が途中で軽くなって引き易く射ちやすくなります。この部門では発射補助装置（リリーサー）

を使用することもできます。

また、近年日本でも人気がでてきたのが、ベアボウ部門です。サイトや安定器などを装着せず、射手

の感覚によって矢を放つスタイルです。２０２１年から全日本ターゲットアーチェリー選手権大会にも

ベアボウ部門が加えられました。

リカーブ
リムの先端が、逆反りした形状の弓。オリンピックと国民体育大会では、この

タイプの弓だけが使用を認められています。

コンパウンド
両リムの先端に付けられた偏芯滑車の作用で、引き加重が途中で軽くなる

弓。リリーサー（発射装置）の使用も認められています。

ベアボウ
弓の形状はリカーブの弓と同じですが、サイト（照準器）やスタビライザー

（安定器）などを装着せず、射手の感覚によって矢を放つ弓のスタイルです。

リカーブ部門

７０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を

７０ｍラウンドといい、国内では、このラウンドだけを単独の競技会として、数多く実施されています。

年齢区分によって１８歳未満を「 」、５０歳以上を「 ＋」という種別として開催される競技会も

あり、射距離を６０ｍに短くして行います（６０ｍラウンド）。

標的の直径は１２２ｃｍ、５色の色環帯（中心から、黄、赤、青、黒、白色）で構成され、これがさらに

個ずつの得点帯に分割され、直径 ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最

外側の得点帯が１点になります。

全日本選手権大会では、７０ｍラウンドが予選となり、男女上位３２名が決勝ラウンドに進出するこ

とができます。決勝ラウンドはトーナメント方式となり、１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制

による１対１のマッチ戦が、７０ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われます。セットポイントは、勝てば２

ポイント、引分けは両者に１ポイント、負ければ０ポイントで、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者

となります。

今年の全日本選手権大会では、１ ８イリミネーションまでは、全マッチが同時に行われ、

４ファイナル以降は、２標的だけが設置された特設会場で、２人の選手が交互に２０秒の制限時間

で１本ずつ射ちます。このとき観客にもわかりやすいように、１射ごとの得点がアナウンスされ大変

エキサイティングな競技が展開されます。

前回大会優勝 野田紗月選手（リカーブ）

コンバウンド部門

５０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本打ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を

コンパウンド５０ｍラウンドといいます。

標的の直径は４８ｃｍ、３色の色環帯（中心から、黄、赤、青色）で構成され、これがさらに２個ずつの

得点帯に分割され、直径８ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最外側の得点帯

が５点になります。この標的の原型は直径８０ｃｍで、色環帯は 標的と同じ５色でしたが、外

側の黒、白色が取り除かれており、「８０ｃｍ ６リング標的面」といいます。

全日本選手権大会や世界選手権大会では、このコンパウンド５０ｍラウンドが予選となり、予選通過

者がトーナメント方式の決勝ラウンドに進出することができます。

決勝ラウンドは１対１のマッチ戦が、予選ラウンドと同じ距離、同じ標的を使用して行われます。１エ

ンド９０秒３射（３０点満点）を５エンド射ち、その合計得点の高い選手が勝者となります。

今年の全日本選手権大会では、メダルマッチはリカーブ部門と同様、特設会場で２人の選手が２０秒

の制限時間で交互に１本ずつ射ちます。
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前回大会優勝 島田隆之選手 コンパウンド

前回大会優勝 梅津昭子選手（ベアボウ）

ベアボウ部門

２０２０年からターゲット競技として新たに加わったベアボウ部門は、５０ｍの距離から制限時間１８

０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をベアボウ５０ｍラウンドといい、

リカーブと同じ直径１２２ｃｍの標的を使用します。

ベアボウ部門はサイト（照準器）やスタビライザー（安定器）、クリッカー（引き尺確認装置）などがなく、

射手の感覚のみで矢を放つ、アーチェリーの原点と言えるスタイルで、全日本選手権大会では２０２

１年から正式種目となりました。

全日本選手権大会ではベアボウ５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者がトーナメント方式で行う

決勝ラウンドに進出します。

決勝ラウンドは１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制による１対１のマッチ戦が、予選と同じ５０

ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われ、リカーブ部門と同様、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者

となります。

ベアボウ部門でもメダルマッチはリカーブ部門と同様、特設会場で２人の選手が２０秒の制限時間で

交互に１本ずつ射ちます。
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前回大会優勝 島田隆之選手 コンパウンド

前回大会優勝 梅津昭子選手（ベアボウ）

ベアボウ部門

２０２０年からターゲット競技として新たに加わったベアボウ部門は、５０ｍの距離から制限時間１８

０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をベアボウ５０ｍラウンドといい、

リカーブと同じ直径１２２ｃｍの標的を使用します。

ベアボウ部門はサイト（照準器）やスタビライザー（安定器）、クリッカー（引き尺確認装置）などがなく、

射手の感覚のみで矢を放つ、アーチェリーの原点と言えるスタイルで、全日本選手権大会では２０２

１年から正式種目となりました。

全日本選手権大会ではベアボウ５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者がトーナメント方式で行う

決勝ラウンドに進出します。

決勝ラウンドは１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制による１対１のマッチ戦が、予選と同じ５０

ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われ、リカーブ部門と同様、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者

となります。

ベアボウ部門でもメダルマッチはリカーブ部門と同様、特設会場で２人の選手が２０秒の制限時間で

交互に１本ずつ射ちます。

10月25日（金）
【コンパウンド部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

5A 塚本 恭司 ツカモト　ヤスシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

5B 岩崎 博旬 イワサキ　ヒロミツ 茨城県 株式会社岩崎物産

5C 大江 佑弥 オオエ　ユウヤ 岡山県 倉敷市役所

6A 深澤 俊治 フカザワ　トシハル 愛知県 愛知県アーチェリー協会

6B 谷口 隆浩 タニグチ　タカヒロ 大阪府 株式会社ローソン

6C 鈴木 貴大 スズキ　タカヒロ 熊本県 株式会社明屋書店　金龍堂

7A 内藤 紀仁 ナイトウ　ノリヒト 愛知県 愛知県アーチェリー協会

7B 矢花 真祐 ヤバナ　マサヨシ 東京都 キヤノンマーケティングジャパン株式会社

7C 長友 文哉 ナガトモ　フミヤ 奈良県 株式会社サニコン

8A 國光 英徳 クニミツ　ヒデノリ 広島県 有限会社　国光企画

8B 鈴木 信博 スズキ　ノブヒロ 新潟県 有限会社　福島鉄工所

8C 田上 慶 タガミ　ケイ 東京都 東京都リハビリテーション病院

9A 中村 和音 ナカムラ　カズネ 東京都 エトリア株式会社

9B 高宗 瞭羽 タカムネ　リョウ 熊本県 株式会社シアーズホームHD

9C 小竹 一樹 コタケ　カズキ 愛知県 三菱電機エンジニアリング株式会社

10A 佐々木 淳二 ササキ　ジュンジ 東京都 株式会社ヴェインズ

10B 島田 隆之 シマダ　タカユキ 東京都 東京都アーチェリー協会

10C 大瀧 二郎 オオタキ　ジロウ 東京都 チャオカーラ合同会社

11A 佐藤 一成 サトウ　カズシゲ 東京都 KDDI株式会社

11B 大野 貴慎 オオノ　タカミツ 大分県 ティージーアール大分

11C 神 省吾 カミ　ショウゴ 滋賀県 NPO法人アシストアーチェリー

12A 齋藤 由智 サイトウ　ヨシトモ 埼玉県 （株）ドリテック

12B 石間 貴大 イシマ　タカヒロ 長野県 ㈱黒澤組

12C 鐘ヶ江 道雪 カネガエ　ミチユキ 福岡県 久留米市立青陵中学校

13A 坂本 貴哉 サカモト　タカヤ 東京都 渋谷アーチェリー

13B 上岡 隆真 カミオカ　タカマサ 静岡県 ヤマハ発動機株式会社

13C 岩野 孝則 イワノ　タカノリ 広島県 マツダ株式会社

14A 下笠 朗 シモガサ　アキラ 兵庫県 林木材株式会社

14B 大林 真人 オオバヤシ　マコト 東京都 (株)デンソーアイティーラボラトリ

14C 岡山 耕平 オカヤマ　コウヘイ 東京都 興和株式会社

15A 河野 駿五 コウノ　シュンゴ 京都府 Daigasエナジー株式会社

15B 服部 貴也 ハットリ　タカヤ 三重県 三重県アーチェリー協会

15C 古川 慎一 フルカワ　シンイチ 兵庫県 兵庫県アーチェリー連盟

16A 正木 陽登 マサキ　ハルト 千葉県 エスエス製薬株式会社

16B 山中 勇人 ヤマナカ　ハヤト 東京都 みずほ不動産販売株式会社

16C 太田 昇吾 オオタ　ショウゴ 愛知県 フタバ産業株式会社

17A 斉藤 憲太 サイトウ　ケンタ 大阪府 タックス・プラン税理士法人

17B 篠原 孟 シノハラ　タケル 東京都 宮地エンジニアリング株式会社

17C 川原 一輝 カワハラ　カズキ 岡山県 倉敷リハビリテーション病院

18A 岡本 篤司 オカモト　アツシ 山梨県 山梨県立中央病院

18B 岸 亮輔 キシ　リョウスケ 埼玉県 株式会社スカイネクスト

18C 井上 順二 イノウエ　ジュンジ 神奈川県 戸塚共立いずみ野病院

19A 岩下 怜央 イワシタ　レオ 東京都 パーソルキャリア株式会社

19B 鈴木 大翔 スズキ　ハルト 全日学連 愛知産業大学

19C 佐藤 正八 サトウ　ショウハチ 東京都 日本製鉄（株）東日本製鉄所君津地区

20A 福原 五大 フクハラ　ゴダイ 大阪府 大阪府議会議員 上田健二事務所

20B 伴 拓磨 バン　タクマ 全日学連 東京国際大学

20C 宮田 存 ミヤタ　アキラ 埼玉県 株式会社ラクロ

予選ラウンド立順表

所 　　　 属

5

6

7

8

9

10
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12

13

18

19

20

14

15

16

17
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【コンパウンド部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

21A 澤田 紀子 サワダ　ノリコ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

21B 宮田 悦子 ミヤタ　エツコ 埼玉県 株式会社ラクロ

21C 加守田 彩香 カモダ　サヤカ 大阪府 KEROKUMA ARCHERY

22A 星山 優美 ホシヤマ　ユミ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

22B 茂木 理恵 モギ　リエ 神奈川県 川崎市役所

22C 佐藤 真理子 サトウ　マリコ 東京都 有限会社内藤義肢製作所

23A 福島 緑豊 フクシマ　ミホ 東京都 葛飾区アーチェリー協会

23B 中内田 郁子 ナカウチダ　イクコ 滋賀県 滋賀県アーチェリー協会

23C 櫻田 裕子 サクラダ　ヒロコ 熊本県 桜ビル株式会社

24A 市村 牧 イチムラ　マキ 東京都 株式会社スウィッシュ・ジャパン

24B エメド 安以 エメド　アイ 東京都 世田谷アーチェリークラブ

24C 天神 聡子 テンジン　サトコ 広島県 広島県立佐伯高等学校　教員

25A 本多 由美子 ホンダ　ユミコ 北海道 北海道アーチェリー連盟

25B 甘利 奈穂 アマリ　ナホ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

25C 山本 菜月七 ヤマモト　ナヅナ 東京都 第一生命保険株式会社

【ベアボウ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

27A 澤 博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

27B 近藤 暁靖 コンドウ　アキノブ 京都府 パナソニック株式会社

27C 大坪 誠 オオツボ　マコト 東京都 Enjoy Global Archery

28A 塩野 憲章 シオノ　ノリアキ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

28B 岡野 誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

28C 石渡 晶悟 イシワタ　ショウゴ 東京都 能勢建築構造研究所

29A 今野 和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

29B 貞方 豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

29C 花井 達広 ハナイ　タツヒロ 大阪府 株式会社CaTe

30A 濱田 寛幸 ハマダ　ヒロユキ 群馬県 （株）ヤマダHD

30B 小山 桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

30C 神谷 典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

31A 田口 拓弥 タグチ　タクヤ 東京都 積水ハウス株式会社

31B 吉冨 康秋 ヨシトミ　ヤスアキ 大分県 大分県アーチェリー協会

31C 遠藤 和博 エンドウ　カズヒロ 愛知県 岡崎信用金庫

32A 松浦 寛 マツウラ　ヒロシ 東京都 JOSHO Inc.

32B 谷口 嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

32C 山岸 進 ヤマギシ　ススム 埼玉県 ちちぶ皮革

33A 中川 邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

33B 清野 憲一 キヨノ　ケンイチ 東京都 高松地方検察庁

33C 楠目 成一 クスメ　セイイチ 千葉県 ハピネスサポート

34A 金田 理 カネダ　サダム 東京都 学校法人 産業能率大学職員

34B 高林 秀樹 タカバヤシ　ヒデキ 東京都 東京都アーチェリー協会

34C 對馬 智 ツシマ　サトシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

所 　　　 属
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【ベアボウ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

35A 北村 優衣 キタムラ　ユイ 山口県 山口県アーチェリー協会

35B 平野 弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

35C 太田 みほ子 オオタ　ミホコ 東京都 （株）オリジナル・ライフ・クリエイト

36A 遠藤 博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 ㈱ジーフット

36B 梅津 昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

36C 長谷川 幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

37A 大西 佳世 オオニシ　カヨ 京都府 特定非営利活動法人障がい者はあとの会

37B 丸山 美幸 マルヤマ　ミユキ 群馬県 群馬県ｱｰﾁｪﾘｰ協会

37C 安井 泰子 ヤスイ　ヤスコ 兵庫県 兵庫県アーチェリー連盟

38A 三ツ山 香里 ミツヤマ　カオリ 東京都 株式会社マルヒサ

38B 細野 世名 ホソノ　セナ 東京都 日本体育大学（教員）

38C

所 　　　 属
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38

記録速報＆結果配信

QRコードを読み取ってアクセスしてください

もしくは以下のURL よりアクセスしてください

http://www.ianseo.net/Details.php?toid=19893

マッチプレイチャートもこちらよりご覧いただけます
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10月26日(土)
【リカーブ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

12A 渡邉 芽吹 ワタナベ　メブキ 全日学連 近畿大学

12B 勝見 麗 カツミ　レイ 全日学連 日本体育大学

12C 福岡 令菜 フクオカ　レナ 全日学連 同志社大学

12D 古庄 千陽子 フルショウ　チヨコ 東京都 都立足立新田高等学校

13A 泉 華蓮 イズミ　カレン 全日学連 近畿大学

13B 西嶋 詩緒里 ニシジマ　シオリ 全日学連 日本体育大学

13C 竹澤 倫 タケザワ　リン 全日学連 同志社大学

13D 大井 梨世 オオイ　リヨ 東京都 都立足立新田高等学校

14A 樋口 こころ ヒグチ　ココロ 全日学連 近畿大学

14B 北村 瑞貴 キタムラ　ミズキ 全日学連 日本体育大学

14C 林 若奈 ハヤシ　ワカナ 全日学連 同志社大学

14D 五関 晄子 ゴセキ　アキコ 東京都 都立足立新田高等学校

15A 安永 さくら ヤスナガ　サクラ 全日学連 近畿大学

15B 渡邉 麻央 ワタナベ　マオ 全日学連 日本体育大学

15C 中川 彩名 ナカガワ　アヤナ 全日学連 同志社大学

15D 倉田 美桜 クラタ　ミオ 全日学連 愛知産業大学

16A 道添 彩芽 ミチゾエ　アヤメ 全日学連 近畿大学

16B 樽本 邑里 タルモト　ユウリ 広島県 株式会社エディオン

16C 鈴木 さくら スズキ　サクラ 全日学連 同志社大学

16D 丹生谷 るる ニュウノヤ　ルル 全日学連 愛知産業大学

17A 加藤 帆乃香 カトウ　ホノカ 全日学連 近畿大学

17B 吉川 理沙 ヨシカワ　リサ 広島県 株式会社エディオン

17C 野田 紗月 ノダ　サツキ 大阪府 （株）ミキハウス

17D 西村 遼 ニシムラ　ハルカ 全日学連 愛知産業大学

18A 吉田 光里 ヨシダ　ヒカリ 全日学連 近畿大学

18B 渋谷 樹里 シブヤ　ジュリ 全日学連 早稲田大学

18C 杉本 智美 スギモト　トモミ 大阪府 （株）ミキハウス

18D 徳山 晃以 トクヤマ　アイ 大阪府 近畿大学附属高等学校

19A 清水 こころ シミズ　ココロ 全日学連 近畿大学

19B 園田 稚 ソノダ　ワカ 全日学連 早稲田大学

19C 澤田 こころ サワダ　ココロ 大分県 大分東明高等学校

19D 今井 希海 イマイ　キア 大阪府 近畿大学附属高等学校

20A 末松 愛梨 スエマツ　アイリ 全日学連 近畿大学

20B 河本 あすか コウモト　アスカ 埼玉県 自衛隊体育学校

20C 石井 美羽 イシイ　ミウ 大分県 大分東明高等学校

20D 安久 詩乃 アグ　ウタノ 京都府 株式会社堀場製作所

21A 大田 楓子 オオタ　フウコ 全日学連 近畿大学

21B 居樹 佳奈江 スエキ　カナエ 埼玉県 自衛隊体育学校

21C 吉田 美紅 ヨシダ　ミク 岐阜県 サンメッセ株式会社

21D 山本 勇気 ヤマモト　ユウキ 京都府 株式会社堀場製作所

22A 小澤 楓夏 オザワ　フウカ 全日学連 近畿大学

22B 小笠原 瞳 オガサワラ　ヒトミ 青森県 第一生命保険株式会社　三沢

22C 森 花緒梨 モリ　カオリ 岐阜県 サンメッセ株式会社

22D 吉田 結希乃 ヨシダ　ユキノ 滋賀県 滋賀県立大津商業高等学校

23A 真柄 結衣 マカラ　ユイ 全日学連 近畿大学

23B 永濵 澪来 ナガハマ　ミク 長野県 さくらFam株式会社

23C 加藤 綾乃 カトウ　アヤノ 大分県 株式会社ダイプロ

23D 関口 結唯 セキグチ　ユイ 宮城県 宮城県立仙台二華高等学校

24A 朝久野 奈波 アサクノ　ナナミ 全日学連 近畿大学

24B 岸塚 美樹 キシヅカ　ミキ 北海道 苫小牧アーチェリー協会

24C 原田 愛実 ハラダ　マナミ 全日学連 龍谷大学

24D 眞弓 怜奈 マユミ　レナ 三重県 株式会社デンソートリム

所 　　　 属

23

24

12

13

14

15

22

19

20

16

17

21

18



− 21 −

【リカーブ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

25A 上原 瑠果 ウエハラ　ルカ 兵庫県 日本特殊陶業株式会社

25B 小野寺 まどか オノデラ　マドカ 岩手県 雫石町役場

25C 北口 輝 キタグチ　ヒカリ 兵庫県 兵庫県アーチェリー連盟

25D 栄野比 清美 エノビ　キヨミ 神奈川県 全日本空輸株式会社

26A 佐々木 心音 ササキ　ココネ 滋賀県 滋賀県立北大津高等学校

26B 西村 紗芳 ニシムラ　サホ 岐阜県 ㈱セイノー商事

26C 大橋 朋花 オオハシ　トモカ 岐阜県 日本特殊陶業株式会社

26D 山内 梓 ヤマウチ　アズサ 大阪府 近畿大学職員

27A 薦田 みゆ コモダ　ミユ 全日学連 長崎国際大学

27B 林 優奈 ハヤシ　ユウナ 神奈川県 横須賀市立横須賀総合高等学校

27C 川渕 真弓 カワブチ　マユミ 岩手県 K.M.Lアカデミーアーチェリークラブ岩手

27D 矢渡 茜 ヤワタリ　アカネ 和歌山県 光州女子大学

28A 長谷川 綾音 ハセガワ　アヤネ 滋賀県 滋賀県立草津東高等学校

28B 天野 由結 アマノ　ユイ 愛知県 愛知産業大学三河高等学校

28C 塩見 茉央 シオミ　マオ 全日学連 甲南大学

28D 山田 梨乃 ヤマダ　リノ 全日学連 関西大学

29A 黒田 彩夏 クロダ　アヤカ 愛媛県 松山東雲高等学校

29B 相川 乃羽 アイカワ　ノワ 千葉県 千葉英和高等学校

29C 浅岡 知穂 アサオカ　チホ 佐賀県 Team SAGA SPORT PYRAMID

29D 久原 千夏 クバラ　チナツ 福井県 福井信用金庫

【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

30A 楠 陽登 クスノキ　ハルト 全日学連 近畿大学

30B 岡田 拓己 オカダ　タクミ 全日学連 愛知産業大学

30C 斉藤 史弥 サイトウ　フミヤ 全日学連 日本体育大学

30D 白井 航惺 シライ　コウセイ 大阪府 近畿大学附属高等学校

31A 宮田 楽都 ミヤタ　ガクト 全日学連 近畿大学

31B 松野 智一 マツノ　トモカズ 全日学連 愛知産業大学

31C 奥村 礼矢 オクムラ　レイヤ 全日学連 日本体育大学

31D 富吉 優心 トミヨシ　ユア 大阪府 近畿大学附属高等学校

32A 興野 拓夢 コウノ　タクム 全日学連 近畿大学

32B 西川 晴貴 ニシカワ　ハルキ 全日学連 愛知産業大学

32C 瀬川 凜 セガワ　リン 全日学連 日本体育大学

32D 田中 楓峨 タナカ　フウガ 大阪府 近畿大学附属高等学校

33A 平林 真知 ヒラバヤシ　マサト 全日学連 近畿大学

33B 海野 遥斗 ウンノ　ハルト 全日学連 愛知産業大学

33C 阪尾 尚優汰 サカオ　ナユタ 全日学連 日本体育大学

33D 髙井 志道 タカイ　シドウ 大阪府 近畿大学附属高等学校

34A 高橋 人平 タカハシ　ジンペイ 全日学連 近畿大学

34B 家敷 知明 ヤシキ　トモアキ 全日学連 愛知産業大学

34C 澤田 つくし サワダ　ツクシ 全日学連 日本体育大学

34D 秋吉 梁平 アキヨシ　リョウヘイ 大阪府 近畿大学附属高等学校

35A 舟橋 悠矢 フナハシ　ユウヤ 全日学連 近畿大学

35B 澤田 桃太 サワダ　モモタ 全日学連 愛知産業大学

35C 髙見 大河 タカミ　タイガ 全日学連 日本体育大学

35D 岩尾 将弥 イワオ　マサヤ 全日学連 同志社大学

36A 中川 ファトゥル ナカガワ　ファトゥル 全日学連 近畿大学

36B 竹畑 胤希 タケハタ　カズキ 全日学連 愛知産業大学

36C 伊藤 魁晟 イトウ　カイセイ 全日学連 日本体育大学

36D 高井 将平 タカイ　ショウヘイ 全日学連 同志社大学

所 　　　 属
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【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

37A 徳本 拓人 トクモト　タクト 全日学連 近畿大学

37B 徳本 汰知 トクモト　タイチ 富山県 株式会社スギノマシン

37C 柳本 凌星 ヤナギモト　リョウセイ 千葉県 千葉黎明高等学校

37D 吉田 悠人 ヨシダ　ユウト 全日学連 同志社大学

38A 宮下 昌大 ミヤシタ　マサヒロ 全日学連 近畿大学

38B 横山 勇作 ヨコヤマ　ユウサク 富山県 株式会社スギノマシン

38C 倉田 遼平 クラタ　リョウヘイ 千葉県 千葉黎明高等学校

38D 長田 蓮 オサダ　レン 全日学連 同志社大学

39A 大坪 佑輔 オオツボ　ユウスケ 全日学連 近畿大学

39B 青島 鉄也 アオシマ　テツヤ 広島県 株式会社エディオン

39C 関口 滉都 セキグチ　ヒロト 千葉県 千葉黎明高等学校

39D 鷲津 大翔 ワシヅ　ダイト 全日学連 同志社大学

40A 川﨑 陽太 カワサキ　ヨウタ 全日学連 近畿大学

40B 河田 悠希 カワタ　ユウキ 広島県 株式会社エディオン

40C 桑江 良斗 クワエ　ヨシト 埼玉県 自衛隊体育学校

40D 中西 絢哉 ナカニシ　ジュンヤ 岡山県 シーアール物流株式会社

41A 柳橋 克哉 ヤナギバシ　カツヤ 全日学連 近畿大学

41B 石井 佑汰 イシイ　ユウタ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校（職員）

41C 藤井 望 フジイ　ノゾミ 埼玉県 自衛隊体育学校

41D 大泉 龍晴 オオイズミ　リュウセイ 岡山県 シーアール物流株式会社

42A 林 健太郎 ハヤシ　ケンタロウ 全日学連 近畿大学

42B 大貫 渉 オオヌキ　ワタル 東京都 渋谷アーチェリー

42C 冨田 優明 トミタ　マサアキ 愛知県 愛知産業大学三河高等学校

42D 稲住 龍斗 イナズミ　リュウト 大阪府 岸和田市立産業高等学校

43A 加藤 永遠 カトウ　トワ 全日学連 近畿大学

43B 田口 惣一朗 タグチ　ソウイチロウ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校（教諭）

43C 大橋 陸冬 オオハシ　リクト 滋賀県 甲賀市立甲南中学校

43D 貫井 俊汰 ヌクイ　シュンタ 全日学連 専修大学

44A 杉山 獅晄 スギヤマ　ライオ 全日学連 近畿大学

44B 椎葉 一順 シイバ　イヨリ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校

44C 鈴木 駿介 スズキ　シュンスケ 全日学連 中央大学

44D 小林 司 コバヤシ　ツカサ 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

45A 原口 大弥 ハラグチ　ダイヤ 全日学連 近畿大学

45B 金子 令 カネコ　レイ 三重県 三重県庁

45C 髙橋 熙 タカハシ　ヒカル 全日学連 慶應義塾大学

45D 杉尾 知輝 スギオ　トモキ 福井県 福井県立武生高等学校職員

46A 白丸 凌太朗 シロマル　リョウタロウ 全日学連 近畿大学

46B 古谷 渓汰 フルタニ　ケイタ 滋賀県 株式会社クラブハリエ

46C 松川 智哉 マツカワ　トモヤ 広島県 広島県立廿日市特別支援学校教員

46D 今井 雅樹 イマイ　マサキ 福井県 福井県立鯖江高等学校職員

47A 八幡 遥真 ヤハタ　ハルマ 全日学連 近畿大学

47B 田中 大結 タナカ　ヒロム 滋賀県 野洲市立野洲中学校

47C 長田 來土 オサダ　ライト 山梨県 本田技研工業（株）

47D 鈴木 耕太 スズキ　コウタ 神奈川県 株式会社日本陶業

48A フォスター 結賀 フォスター　ユウガ 全日学連 近畿大学

48B 長谷川 廉 ハセガワ　レン 愛媛県 愛媛県競技力向上対策本部

48C 村田 聖那 ムラタ　セナ 福井県 福井県立鯖江高等学校

48D 髙橋 孝輔 タカハシ　コウスケ 北海道 陸上自衛隊　真駒内駐屯地

49A 渡邉 光希 ワタナベ　コウキ 神奈川県 星槎国際高校湘南

49B 松田 光太郎 マツダ　コウタロウ 東京都 電気通信大学大学院

49C 飛田 和真 トビタ　カズマ 東京都 慶應義塾大学大学院

49D 浦田 唯 ウラタ　ユイ 神奈川県 横須賀市立横須賀総合高等学校
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【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

50A 角田 鉄平 スミダ　テッペイ 愛媛県 浅川造船株式会社

50B 下原 涼 シモハラ　リョウ 愛知県 岡崎市アーチェリー協会

50C チャン ブレンダン チャン　ブレンダン 千葉県 千葉英和高等学校

50D 高久 雄吾 タカク　ユウゴ 静岡県 静岡県アーチェリー協会

51A 広田 和也 ヒロタ　カズヤ 千葉県 千葉黎明高校職員

51B 岩崎 智仁 イワサキ　トモヒト 奈良県 オムロンソーシアルソリューションズ株式会社

51C 中袴田 羚 ナカハカマダ　レイ 鹿児島県 鹿児島県立串木野高等学校

51D 髙田 顕照 タカタ　ケンショウ 福岡県 福岡県立柏陵高等学校

52A 小林 洋祐 コバヤシ　ヨウスケ 全日学連 立教大学

52B 大塚 音弥 オオツカ　オトヤ 福岡県 北九州市立永犬丸中学校

52C 片上 楓也 カタカミ　フウヤ 愛媛県 BEMAC株式会社

52D 戸松 大輔 トマツ　ダイスケ 東京都 日本体育大学大学院

53A 大隅 一樹 オオスミ　カズキ 神奈川県 森永乳業株式会社

53B 芦刈 隼人 アシカリ　ハヤト 大分県 大分東明高等学校

53C 古川 高晴 フルカワ　タカハル 大阪府 近畿大学職員

53D 辻 昇平 ツジ　ショウヘイ 静岡県 株式会社　笠子流通

54A 松岡 天丸 マツオカ　テンマル 東京都 都立足立新田高等学校

54B 野田 慶一郎 ノダ　ケイイチロウ 全日学連 早稲田大学

54C 柴田 大輔 シバタ　ダイスケ 愛知県 愛知県立旭丘高等学校

54D 豊島 拓実 トヨシマ　タクミ 全日学連 長崎国際大学

55A 阿部 由暉 アベ　ユウキ 青森県 青森山田高等学校

55B 武藤 弘樹 ムトウ　ヒロキ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

55C 岩尾 亘 イワオ　ワタル 和歌山県 白光印刷株式会社

55D 照井 翔太 テルイ　ショウタ 東京都 東洋技検株式会社

56A 山本 博 ヤマモト　ヒロシ 東京都 日本体育大学（教員）

56B 脇野 智和 ワキノ　トモカズ 大分県 陸上自衛隊湯布院駐屯地

56C 佐々木 粋 ササキ　イキ 岩手県 岩手県立盛岡工業高等学校

56D 河﨑 洸輝 カワサキ　コウキ 全日学連 東京国際大学

http://www.ianseo.net/Details.php?toid=19893
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QRコードを読み取ってアクセスしてください

50

記録速報＆結果配信
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56

52

マッチプレイチャートもこちらよりご覧いただけます

もしくは以下のURL よりアクセスしてください
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第１回 （１９５９年：昭和３４年）  静岡県／浜松市 第２回 （１９６０年：昭和３５年）  静岡県／浜松市
男子 小沼　英治 （初） 男子 亀井　俊雄 （初）
女子 川原　好子 （初） 女子 小原 富朝子 （初）

第３回 （１９６１年：昭和３６年）  東京都／上井草 第４回 （１９６２年：昭和３７年）  神奈川県／箱根町
男子 三好　司郎 （初） 男子 金木　一郎 （初）
女子 川原　好子 （２回目） 女子 小平　京子 （初）

第５回 （１９６３年：昭和３８年）  神奈川県／箱根町 第６回 （１９６４年：昭和３９年）  茨城県／取手市
男子 末田　　実 （初） 男子 島田　晴男 （初）
女子 有明　友子 （初） 女子 松山　文子 （初）

第７回 （１９６５年：昭和４０年）  東京都／駒沢 第８回 （１９６６年：昭和４１年）  東京都／駒沢
男子 末田　　実 （２回目） 男子 末田　　実 （２連勝／３回目）
女子 宮田 千恵子 （初） 女子 川又　千文 （初）

第９回 （１９６７年：昭和４２年）  東京都／駒沢 第１０回 （１９６８年：昭和４３年）  東京都／駒沢
男子 前田 栄一郎 （初） 男子 塚本　耕司 （初）
女子 笹原　京子 （初） 女子 谷　まゆみ （初）

第１１回 （１９６９年：昭和４４年）  東京都／駒沢 第１２回 （１９７０年：昭和４５年）  大阪府／大阪市長居
男子 川西　大介 （初） 男子 赤沢　　実 （初）
女子 谷　まゆみ （２連勝／２回目） 女子 布浦　裕子 （初）

第１３回 （１９７１年：昭和４６年）  神奈川県／横浜市三ツ沢 第１４回 （１９７２年：昭和４７年）  静岡県／静岡市草薙
男子 中本　新二 （初） 男子 日比野 正嗣 （初）
女子 中島　裕子 （初） 女子 渡辺　佳代 （初）

第１５回 （１９７３年：昭和４８年）  宮﨑県／宮﨑市 第１６回 （１９７４年：昭和４９年）  宮﨑県／宮﨑市
男子 木下　太一 （初） 男子 広瀬　　明 （初）
女子 福田　美枝 （初） 女子 福田　美枝 （２連勝／２回目）

第１７回 （１９７５年：昭和５０年）  愛知県／春日井市 第１８回 （１９７６年：昭和５１年）  山口県／徳山市
男子 広瀬　　明 （２連勝／２回目） 男子 亀井　　孝 （初）
女子 山崎　京子 （初） 女子 後藤 有理子 （初）

第１９回 （１９７７年：昭和５２年）  岩手県／盛岡市 第２０回 （１９７８年：昭和５３年）  東京都／駒沢
男子 渡辺　　昭 （初） 男子 松下　和幹 （初）
女子 後藤 有理子 （２連勝／２回目） 女子 藤田　正子 （初）

第２１回 （１９７９年：昭和５４年）  熊本県／熊本市 第２２回 （１９８０年：昭和５５年）  山口県／徳山市
男子 松下　和幹 （２連勝／２回目） 男子 松下　和幹 （３連勝／３回目）
女子 井上　典子 （初） 女子 吉川　宣子 （初）

第２３回 （１９８１年：昭和５６年）  大阪府／岸和田市 第２４回 （１９８２年：昭和５７年）  愛媛県／松山市
男子 山本　　博 （初） 男子 山本　　博 （２連勝／２回目）
女子 石津　裕子 （初） 女子 岡本　英子 （初）

第２５回 （１９８３年：昭和５８年）  静岡県／清水市 第２６回 （１９８４年：昭和５９年）  福井県／芦原町
男子 松下　和幹 （４回目） 男子 松下　和幹 （２連勝／５回目）
女子 石津　裕子 （２回目） 女子 石津　裕子 （２連勝／３回目）

第２７回 （１９８５年：昭和６０年）  山梨県／敷島町 第２８回 （１９８６年：昭和６１年）  福島県／郡山市
男子 松下　和幹 （３連勝／６回目） 男子 山本　　博 （３回目）
女子 林　　玲子 （初） 女子 児玉　晶子 （初）

第２９回 （１９８７年：昭和６２年）  群馬県／前橋市 第３０回 （１９８８年：昭和６３年）  岩手県／盛岡市
男子 松下　和幹 （７回目） 男子 山本　　博 （４回目）
女子 児玉　晶子 （２連勝／２回目） 女子 児玉　晶子 （３連勝／３回目）

第３１回 （１９８９年：平成１年）  広島県／千代田町 第３２回 （１９９０年：平成２年）  静岡県／掛川市
男子 松下　和幹 （８回目） 男子 山本　　博 （５回目）
女子 中川 さつき （初） 女子 市木　玲子 （初）

第３３回 （１９９１年：平成３年）  静岡県／掛川市 第３４回 （１９９２年：平成４年）  静岡県／掛川市
男子 松下　和幹 （９回目） 男子 枯木　将克 （初）
女子 藤田　玲子 （初） 女子 松阪　裕美 （初）

全日本ターゲットアーチェリー選手権大会　歴代優勝者
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第３５回 （１９９３年：平成５年）  静岡県／掛川市 第３６回 （１９９４年：平成６年）  静岡県／掛川市
ＯＬ男子 松下　和幹 （１０回目） ＯＬ男子 西川　　定 （初）
ＯＬ女子 市木　玲子 （２回目） ＯＬ女子 川上 祐佳里 （初）
ＣＰ男子 山田　　彰 （初） ＣＰ男子 塚本　恭司 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （初） ＣＰ女子 大原　邦子 （２連勝／２回目）

第３７回 （１９９５年：平成７年）  静岡県／掛川市 第３８回 （１９９６年：平成８年）  静岡県／掛川市
ＯＬ男子 西川　清一 （初） ＯＬ男子 加藤　秀人 （初）
ＯＬ女子 大内　　愛 （初） ＯＬ女子 浅野　真弓 （初）
ＣＰ男子 山田　　彰 （２回目） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （３連勝／３回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （初）

第３９回 （１９９７年：平成９年）  静岡県／掛川市 第４０回 （１９９８年：平成１０年）  熊本県／菊陽町
ＯＬ男子 山本　　博 （６回目） ＲＣ男子 上田　訓久 （初）
ＯＬ女子 倉本　美幸 （初） ＲＣ女子 坪内　美沙 （初）
ＣＰ男子 増島　善秋 （初） ＣＰ男子 山田　　彰 （３回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （２連勝／２回目） ＣＰ女子 大原　邦子 （４回目）

第４１回 （１９９９年：平成１１年）  静岡県／掛川市 第４２回 （２０００年：平成１２年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 井上　善正 （初） ＲＣ男子 脇野　智和 （初）
ＲＣ女子 滝野　真子 （初） ＲＣ女子 浅野　真弓 （２回目）
ＣＰ男子 山田　　彰 （２連勝／４回目） ＣＰ男子 上岡　隆真 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （３回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （２連勝／４回目）

第４３回 （２００１年：平成１３年）  静岡県／掛川市 第４４回 （２００２年：平成１４年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 青山　哲也 （初） ＲＣ男子 山本　　博 （７回目）
ＲＣ女子 瀬川 ゆかり （初） ＲＣ女子 榎本　静香 （初）
ＣＰ男子 辻田 喜久郎 （初） ＣＰ男子 増島　善秋 （２回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （３連勝／５回目） ＣＰ女子 井尻　律子 （初）

第４５回 （２００３年：平成１５年）  埼玉県／宮代町 第４６回 （２００４年：平成１６年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 塩田　浩一 （初） ＲＣ男子 山本　　博 （８回目）
ＲＣ女子 浅野　真弓 （３回目） ＲＣ女子 川内 紗代子 （初）
ＣＰ男子 奥野　　明 （２回目） ＣＰ男子 石田　　潤 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （２連勝／２回目）

第４７回 （２００５年：平成１７年）  静岡県／掛川市 第４８回 （２００６年：平成１８年）  山口県／山口市
ＲＣ男子 天野　良太 （初） ＲＣ男子 古川　高晴 （初）
ＲＣ女子 柚木　千春 （初） ＲＣ女子 村田 明日香 （初）
ＣＰ男子 種部　浩司 （初） ＣＰ男子 山田　　彰 （５回目）
ＣＰ女子 宮本　正子 （初） ＣＰ女子 渡邊 ゆかり （初）

第４９回 （２００７年：平成１９年）  静岡県／掛川市 第５０回 （２００８年：平成２０年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 吉永　弘幸 （初） ＲＣ男子 内田　　陽 （初）
ＲＣ女子 桜沢　明代 （初） ＲＣ女子 早川　　浪 （初）
ＣＰ男子 島田　隆之 （初） ＣＰ男子 関　　一也 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （３回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （６回目）

第５１回 （２００９年：平成２１年）  静岡県／掛川市 第５２回 （２０１０年：平成２２年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 菊地　栄樹 （初） ＲＣ男子 坂野　太一 （初）
ＲＣ女子 蟹江　美貴 （初） ＲＣ女子 早川　　漣 （初）
ＣＰ男子 関　　一也 （２連勝／２回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （初）
ＣＰ女子 伊藤　文子 （初） ＣＰ女子 伊藤　文子 （２連勝／２回目）

第５３回 （２０１１年：平成２３年）  静岡県／掛川市 第５４回 （２０１２年：平成２４年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 金子　　令 （初） ＲＣ男子 佐藤　博乙 （初）
ＲＣ女子 早川　　漣 （２連勝／２回目） ＲＣ女子 永峰　沙織 （初）
ＣＰ男子 大隅　直斗 （初） ＣＰ男子 西田　昌司 （初）
ＣＰ女子 秋山 なるみ （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （４回目）

第５５回 （２０１３年：平成２５年）  静岡県／掛川市 第５６回 （２０１４年：平成２６年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （２回目） ＲＣ男子 河田　悠希 （初）
ＲＣ女子 蟹江　美貴 （２回目） ＲＣ女子 澤出　愛美 （初）
ＣＰ男子 森本　紘文 （初） ＣＰ男子 山本　悠太 （初）
ＣＰ女子 熊澤　徳代 （初） ＣＰ女子 林　　享美 （初）
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第５７回 （２０１５年：平成２７年）  静岡県／掛川市 第５８回 （２０１６年：平成２８年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （３回目） ＲＣ男子 近藤　直哉 （初）
ＲＣ女子 杉本　智美 （初） ＲＣ女子 永峰　沙織 （２回目）
ＣＰ男子 神　　省吾 （初） ＣＰ男子 河本　尚己 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （５回目） ＣＰ女子 宮田　悦子 （初）

第５９回 （２０１７年：平成２９年）  三重県／松阪市 第６０回 （２０１８年：平成３０年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （４回目） ＲＣ男子 今井　雅樹 （初）
ＲＣ女子 川中 香緒理 （初） ＲＣ女子 久原　千夏 （初）
ＣＰ男子 岸　　亮輔 （初） ＣＰ男子 坂野　太一 （初）
ＣＰ女子 宮田　悦子 （２連勝／２回目） ＣＰ女子 本多 由美子 （６回目）

第６１回 （２０１９年：令和元年）  静岡県／掛川市 第６２回 （２０２０年：令和２年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 河田　悠希 （２回目） ＲＣ男子 桑江　良斗 （初）
ＲＣ女子 入江　　優 （初） ＲＣ女子 早川　　漣 （３回目）
ＣＰ男子 中村　和音 （初） ＣＰ男子 佐々木 淳二 （初）
ＣＰ女子 根建　彩香 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （７回目）

第６３回 （２０２１年：令和３年）  静岡県／掛川市 第６４回 （２０２２年：令和４年）  東京都／江東区
ＲＣ男子 中西　絢哉 （初） ＲＣ男子 古川　高晴 （5回目）
ＲＣ女子 入江　　優 （２回目） ＲＣ女子 野田　紗月 （初）
ＣＰ男子 佐々木 淳二 （２連勝／２回目） ＣＰ男子 河本　尚己 （2回目）
ＣＰ女子 櫻田　裕子 （初） ＣＰ女子 古橋　厚子 （初）
ＢＢ男子 成川　晃一 （初） ＢＢ男子 山本　悠太 （初）
ＢＢ女子 正木　恵実 （初） ＢＢ女子 正木　恵実 （2回目）

第６5回 （２０２3年：令和5年）  東京都／江東区
ＲＣ男子 斉藤 史弥 （初）
ＲＣ女子 野田　紗月 （2回目）
ＣＰ男子 島田　隆之 （2回目）
ＣＰ女子 宮田　悦子 （３回目）
ＢＢ男子 坂野　太一 （初）
ＢＢ女子 梅津　昭子 （初）
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　第６5回大会（２０２3年）までの優勝者と優勝回数

ＲＣ男子 松下　和幹 （10回） 山本　　博 （８回） 古川　高晴 （5回） 末田　　実 （３回）
広瀬　　明 （２回） 河田　悠希 （２回） 小沼　英治 （１回） 亀井　俊雄 （１回）
三好　司郎 （１回） 金木　一郎 （１回） 島田　晴男 （１回） 前田 栄一郎 （１回）
塚本　耕二 （１回） 川西　大介 （１回） 赤沢　　実 （１回） 中本　新二 （１回）
日比野 正嗣 （１回） 木下　太一 （１回） 亀井　　孝 （１回） 渡辺　　昭 （１回）
枯木　将克 （１回） 西川　　定 （１回） 西川　清一 （１回） 加藤　秀人 （１回）
上田　訓久 （１回） 井上　喜正 （１回） 脇野　智也 （１回） 青山　哲也 （１回）
塩田　浩一 （１回） 天野　良太 （１回） 吉永　弘幸 （１回） 内田　　陽 （１回）
菊地　栄樹 （１回） 坂野　太一 （１回） 金子　　令 （１回） 佐藤　博乙 （１回）
近藤　直哉 （１回） 今井　雅樹 （１回） 桑江　良斗 （１回） 中西　絢哉 （１回）
斉藤　史弥 （１回）

ＲＣ女子 石津　裕子 （３回） 児玉　晶子 （３回） 浅野　真弓 （３回） 早川　　漣 （３回）
川原　好子 （２回） 谷　まゆみ （２回） 福田　美枝 （２回） 後藤 有理子 （２回）
市木　玲子 （２回） 蟹江　美貴 （２回） 永峰　沙織 （２回） 入江　　優 （２回）
野田　紗月 （２回） 小原 富朝子 （１回） 小平　京子 （１回） 有明　友子 （１回）
松山　文子 （１回） 宮田 千恵子 （１回） 川又　千文 （１回） 笹原　京子 （１回）
布浦　裕子 （１回） 中島　裕子 （１回） 渡辺　佳代 （１回） 山崎　京子 （１回）
藤田　正子 （１回） 井上　典子 （１回） 吉川　宣子 （１回） 岡本　英子 （１回）
林　　玲子 （１回） 中川 さつき （１回） 藤田　玲子 （１回） 松阪　裕美 （１回）
川上 祐佳里 （１回） 大内　　愛 （１回） 倉本　美幸 （１回） 坪内　美沙 （１回）
滝野　真子 （１回） 瀬川 ゆかり （１回） 榎本　静香 （１回） 川内 紗代子 （１回）
柚木　千春 （１回） 村田 明日香 （１回） 桜沢　明代 （１回） 早川　　浪 （１回）
澤出　愛美 （１回） 杉本　智美 （１回） 川中 香緖理 （１回） 久原　千夏 （１回）

ＣＰ男子 山田　　彰 （５回） 増島　善秋 （２回） 奥野　　明 （２回） 関　　一也 （２回）
佐々木 淳二 （２回） 河本　尚己 （2回） 島田　隆之 （2回） 塚本　恭司 （１回）
上岡　隆真 （１回） 辻田 喜久郎 （１回） 石田　　潤 （１回） 種部　浩司 （１回）
佐藤　正八 （１回） 大隈　直斗 （１回） 西田　昌司 （１回） 森本　紘文 （１回）
山本　悠太 （１回） 神　　省吾 （１回） 岸　　亮輔 （１回） 坂野　太一 （１回）
中村　和音 （１回）

ＣＰ女子 本多 由美子 （７回） 住吉 ユウ子 （６回） 大原　邦子 （４回） 宮田　悦子 （3回）
伊藤　文子 （２回） 井尻　律子 （１回） 宮本　正子 （１回） 渡邉 ゆかり （１回）
秋山 なるみ （１回） 熊澤　徳代 （１回） 林　　享美 （１回） 根建　彩香 （１回）
櫻田　裕子 （１回） 古橋　厚子 （１回）

ＢＢ男子 成川　晃一 （１回） 山本　悠太 （１回） 坂野　太一 （１回）

ＢＢ女子 正木　恵実 （2回） 梅津　昭子 （１回）

全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 優勝回数
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一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 大阪府 古川　高晴 2018/11/13 70mラウンド(72射) 大阪府 杉本　智美 2024/6/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 学ア連 戸松　大輔 2019/9/14 70mラウンド(72射) 学ア連 鈴木　さくら 2024/5/12

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 佐々木 淳二 2021/10/10 50mラウンド(72射) 北海道 本多 由美子 2018/9/17

マッチラウンド(15射) 東京都 島田　隆之 2016/10/2 マッチラウンド(15射) 東京都 坂本　　円 2021/6/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/8/16 50mラウンド(72射) 学ア連 平本　陽菜 2024/3/31

マッチラウンド(15射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/9/17 マッチラウンド(15射) 学ア連 山本　奈未 2023/9/24

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 大分県 伴　　拓磨 2021/7/11 50mラウンド(72射) 学ア連 平本　陽菜 2024/3/31

マッチラウンド(15射) 大分県 伴　　拓磨 2021/10/3 マッチラウンド(15射)

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 坂野　太一 2023/11/26 50mラウンド(72射) 兵庫県 正木　恵実 2022/11/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 千葉県 熊倉　拓輝 2022/7/24 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 千葉県 熊倉　拓輝 2022/7/24 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) U.S.A BRADY ELLISON 2019/8/7 70mラウンド(72射) KOREA LIM SIHYEON 2024/7/25

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) TURKEY METE GAZOZ 2019/4/9 70mラウンド(72射) KOREA NAM SUHYEON 2024/7/25
 

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. BRADEN GELLENTHIEN 2016/7/13 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN ELLA GIBSON 2024/7/14

マッチラウンド(15射) DENMARK MATHIAS FULLERTON 2024/7/28 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2022/7/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) COLOMBIA PABLO GOMEZ ZULUAGA 2021/11/26 50mラウンド(72射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2015/8/29

マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2013/7/18

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. SAWYER SULLIVAN 2021/7/7 50mラウンド(72射) COLOMBIA ADITI GOPICHAND SWAMI 2023/6/13

マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) U.S.A. ZOIE THOMPSON 2021/7/30

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN SARAH HOBBARD 2023/9/3

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. MAGGIE BRENSINGER 2024/7/27

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. FRANCESCA BENAVIDEZ 2023/10/21

日本記録・世界記録
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一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 大阪府 古川　高晴 2018/11/13 70mラウンド(72射) 大阪府 杉本　智美 2024/6/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 学ア連 戸松　大輔 2019/9/14 70mラウンド(72射) 学ア連 鈴木　さくら 2024/5/12

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 佐々木 淳二 2021/10/10 50mラウンド(72射) 北海道 本多 由美子 2018/9/17

マッチラウンド(15射) 東京都 島田　隆之 2016/10/2 マッチラウンド(15射) 東京都 坂本　　円 2021/6/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/8/16 50mラウンド(72射) 学ア連 平本　陽菜 2024/3/31

マッチラウンド(15射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/9/17 マッチラウンド(15射) 学ア連 山本　奈未 2023/9/24

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 大分県 伴　　拓磨 2021/7/11 50mラウンド(72射) 学ア連 平本　陽菜 2024/3/31

マッチラウンド(15射) 大分県 伴　　拓磨 2021/10/3 マッチラウンド(15射)

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 坂野　太一 2023/11/26 50mラウンド(72射) 兵庫県 正木　恵実 2022/11/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 千葉県 熊倉　拓輝 2022/7/24 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 千葉県 熊倉　拓輝 2022/7/24 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) U.S.A BRADY ELLISON 2019/8/7 70mラウンド(72射) KOREA LIM SIHYEON 2024/7/25

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) TURKEY METE GAZOZ 2019/4/9 70mラウンド(72射) KOREA NAM SUHYEON 2024/7/25
 

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. BRADEN GELLENTHIEN 2016/7/13 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN ELLA GIBSON 2024/7/14

マッチラウンド(15射) DENMARK MATHIAS FULLERTON 2024/7/28 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2022/7/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) COLOMBIA PABLO GOMEZ ZULUAGA 2021/11/26 50mラウンド(72射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2015/8/29

マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2013/7/18

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. SAWYER SULLIVAN 2021/7/7 50mラウンド(72射) COLOMBIA ADITI GOPICHAND SWAMI 2023/6/13

マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) U.S.A. ZOIE THOMPSON 2021/7/30

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN SARAH HOBBARD 2023/9/3

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. MAGGIE BRENSINGER 2024/7/27

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. FRANCESCA BENAVIDEZ 2023/10/21

日本記録・世界記録
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日本記録　【アウトドア・リカーブ部門】
2024年9月7日
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日本記録　【アウトドア・コンパウンド部門】
2024年9月7日
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世界記録　【アウトドア・リカーブ部門】
2024年10月12日
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世界記録　【アウトドア・ベアボウ部門】

日本記録　【アウトドア・ベアボウ部門】
2024年9月7日
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664 618

717 713
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150/13X 150/12X

2024年10月12日

142

2024年10月12日
点数 点数

点数 点数

世界記録　【アウトドア・コンパウンド部門】
2024年10月12日
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2024年9月7日
点数 点数

683 633

解説 ⼭本 悠太 さん (渋⾕アーチェリー）

第66回 全⽇本ターゲットアーチェリー選⼿権⼤会

LIVE配信スケジュール
10⽉26⽇（⼟）
ベアボウ部⾨・コンパウンド部⾨
11：30 ∼ ブロンズメダルマッチ
12：45 ∼ ゴールドメダルマッチ

10⽉27⽇（⽇）リカーブ部⾨
10：00 ∼ 1/4ファイナル
12：15 ∼ セミファイナル
13：30 ∼ ブロンズメダルマッチ
14：00 ∼ ゴールドメダルマッチ

解説 吉成 謙 （理事・強化担当）

記録速報・競技会結果
出場選⼿名（⽴ち順表）
トーナメント表
記録速報 （LIVEで更新されます）
確定記録
最終成績 がご覧いただけます。

イアンセオアーチェリー で検索もできます



＃アーチェリーを広めよう

皆で
アーチェ

リーを広めよう！

byアスリート委員会

全ア連公式アカウントの
フォローもお願いします！

＃全⽇本ターゲットアーチェリー
2024
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アスリート＆コーチ向けアスリート＆コーチ向けアスリート＆コーチ向け
ハイパフォーマンスクリニックハイパフォーマンスクリニックハイパフォーマンスクリニック

東京スポーツ文化館 研修ルーム

開催日時

会 場

インストラクター

お申込みは
こちらから

アーチェリーをするとき、唯一、地面と接している部分はどこでしょうか？
そうです！「足底」です！！
足を鍛えることは安定したシューティングフォームを作ることに繋がります。
ゴルフの選手は安定したフォームを作るため、足を地道に鍛えているそうです。
今回の講習では、実際に皆さんが「足」を上手に使えているのか評価します。
そして実際のトレーニング方法をお教えますので、ぜひ、皆さんでご参加ください！

◆ 第 回全日本ターゲット選手権大会に参加される選手・指導者
◆ 度に全日本アーチェリー連盟に登録している方
◆ 参加定員 各 名

（定員に達した時点で、申込を締め切らせていただきます。）

募集対象・参加資格等

テーマ：トップアーチャーの「足」のトレーニング

岡本 龍児 おかもと りゅうじ）
全日本アーチェリー連盟 ナショナルチーム トレーナー
日本スポーツ協会公認 アスレチックトレーナー
理学療法士

エリートコーチアカデミー 修了

スポーツ選手のトレーニング、コンディショニングが専門で、
年より、全日本アーチェリー連盟のナショナルチームに

帯同し、数々の国際大会で選手のサポートを続けている。
英語も得意のため、ときには通訳もこなすマルチなトレーナー。

公益社団法人全日本アーチェリー連盟公益社団法人全日本アーチェリー連盟公益社団法人全日本アーチェリー連盟 東京都新宿区霞ヶ丘町
号室
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ご支援企業・団体

〈プログラム広告掲載企業〉

アートシステム株式会社 株式会社エディオン

株式会社ハードオフコーポレーション 株式会社ハスコ・エンタープライズ

株式会社ミキハウス











TX BALANCE
SYSTEM

TX BALANCE
SYSTEM

VACP SYSTEM

Front Position
(To stiffen a weak arrow)

Back Position
(To weaken a stiff arrow)

Normal Position

プランジャーとレストの位置を移動させることで、矢のクリアラン
スを安定させることを目的とした、新機構(Variable Arrow Cushion 
Point 機構)が搭載された、TOP of TOPのための逸品がついに登場。

新たなアイデアであるTX Balance System(ハンドル下部に比重の異
なるタングステンを内蔵)によって、重心を最適化。

スーパーグラフェンカーボンを採用し、パワーゾーンの位置と角度
を研究し、柔らかなシューティング感覚とスピード感のあるシュー
ティングの両立を実現。

AR技術を駆使した高度なCNC加工によって丁寧に仕上げられた、最
高級のリムが堂々完成

SUPER GRAPHENE 
TECHNOLOGY
SUPER GRAPHENE 

SKADI LIMBS
BESTSKADI-TX BEST

SKADI Graphene Limb Strength

Normal FIVICS Limb Strength

Normal Limb Strength Times Fired

5 10 20

28” FULL DRAW DRY FIRE TEST

ARICOARCHERYGROUP
FFIIVVIICCSS 輸輸入入総総代代理理店店

〒〒119922--00335511
東東京京都都八八王王子子市市東東中中野野552299番番22FF 
EE--mmaaiill :: ccoonnttaacctt@@aarriiccoo..ggrroouupp 
TTeell :: 00442266--8899--44334422

直直接接ののごご購購入入、、
各各販販売売店店様様経経由由ででののごご購購入入等等、、
皆皆様様ののごご要要望望ににおお応応ええいいたたししまますす。。
おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。





SHOOT YOUR DREAMS
with.ARICO GROUP

2024年5月1日、ARICO ARCHERY GROUPが正式に発足し、
東京・愛知・長野(中野市)に位置するアーチェリー施設を一つのグループに統合いたしました。

私たちは日本におけるアーチェリーの普及を目指し、経験と知識が豊富な指導者による
専門的なサポートを通じて、国内だけでなく世界中のアーチャーが
夢を実現できるように支援をしながら前進してまいります。

ARI CO
 ARC HERY GROUP

ARICO TOKYO
最先端の設備を備えたアーチェリー
施設です。日本初のスクリーンアーチ
ェリーシステムを導入、革新的なトレ
ーニング環境を整えております。専門
的な指導者による選手育成プログラ
ムを準備し、セミナー・レッスンなど、
アーチェリーに関連するすべてのサ
ービスを提案・提供させていただき
ます。厳選された最新の弓具を販売、
アーチャーの多様なニーズにお応え
いたします。

ARICO AICHI
2024年10月1日にオープン予定の
施設です。初心者から選手育成まで、
経験豊富な専門スタッフによるセミ
ナー・レッスン・弓具のご相談も対応
いたします。
とくに地域での関わりを大切に、大
会やアーチェリーイベントのサポート
などが盛んに行われる予定です。さ
まざまなレベルのアーチャーが参加
できるプログラムやイベントを準備し
ております。 ARICO TOKYO

日本初のスクリーンアーチェリー、専門教育プログラム、
セミナー、レッスン、弓具販売

Coaching Visit Service
専門コーチが直接訪問し、
Coaching Visit Service
専門コーチが直接訪問し、
Coaching Visit Service

個人に合わせたコーチング
を提供します。個人および
チーム向けプログラム、合
宿コーチングも実施してお
り、効率的なトレーニング
をサポートします。

Store&OnlishShop
さまざまなアーチェリー用
Store&OnlishShop
さまざまなアーチェリー用
Store&OnlishShop

品を取り揃え、オンライン
ショップの商品数を3倍に
増やし、価格も調整しまし
た。必要な道具があれば
お気軽にお問い合わせく
ださい。多彩なイベントも
開催中です。

ARICO NAKANO
国際大会対応の競技場、WA公認ターゲット、
最大70mの距離、障がい者および子供向け施設

ARICO KOREA
韓国プロコーチのセミナー、アーチェリークラブツアー、
合宿、日韓交流会

ARICO AICHI
地域大会およびイベント開催、ブースサポート、
2024年10月1日オープン準備中

ARICO NAKANO
2024年7月、長野県の自然豊かな土
地に信州中野アーチェリーセンター
がオープン。WA公認のターゲットが
設置されており、最大70mまで射つ
ことができる国際大会も実施可能な
施設です。障がいを持つ方やお子様
から大人まで様々な方がアーチェリ
ーを楽しく、快適にご利用いただけ
るスペースが整えられています。指導
だけでなく団体での合宿などもサポ
ートいたします。

ARICO KOREA
最先端の技術や知識を活用した高
度なトレーニングプログラムを日本
に提供しています。また、韓国のプロ
コーチによるセミナー、韓国アーチェ
リークラブツアー、合宿、日韓交流会
など、さまざまなプログラムを通じて
日本と韓国の間のアーチェリー交流
をさらに活性化していきます。 https://contact.arico.group/aricogroup

contact@arico.group

www.arico.group

Instagram : @arico_tokyo | @arico_aichi | @arico_nakano ||  YouTube : @ARICO_ARCHERY

お問い合わせ先

東京都八王子市東中野529番2階

愛知県名古屋市中川区柳川町3-18

長野県中野市片塩1221番
信州中野アーチェリーセンター





Wood core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

MK ARCHERYM.K KOREA
mkarchery_japan lim@mk-korea.comwww.mk-korea.commkveracity

弊社へのトップ選手たちの信頼と勝

利は、設立からこれまでの継続的な

新記録樹立で証明されています。

実際に10年以上選手として過ごして

きた社員たちの真心とノウハウは、い

つも現役選手に最適な製品として進

化し続け、今はMK Archeryだけの底

力で、哲学になりました。 

絶え間ないMKの研究と革新は、職人

の揺るぎない精神になり、常に選手

たちの競技力を向上させます。

X CORE ILF LIMBS
X CORE   F LIMBS+

Foam core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

XENON ILF LIMBS
XENON   F LIMBS+

MKXG Riser
ILF Riser / Length_25 / 1,260g

Type_RH / LH / Material_7075 AL 

※ Using the slip-resistant grip

※ Matte Color

RED BLUE GREEN GOLD VIOLET

SILVER BLACK



 

 

祝 第６６回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 

本大会に出場される選手の皆様、頑張ってください！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ライフネット標的畳の特徴 

★継ぎ目がない 

★強固な造りで 

★              

 

 

 
 

 

≪製品仕様≫ 

寸法／Ｗ1350×Ｈ1350×Ｔ55ｍｍ 

価格／ＳＤタイプ 12,100 円（税込） 

ＤＸタイプ 14,300 円（税込） 

※梱包・運搬費は別途料金となります。 

※表面の的紙は含まれておりません。 

   
    ラライイフフネネッットトググルルーーププ（本部：岡山県倉敷市茶屋町 1319） 

ＴＥＬ：0120-320-300 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@lifenet-namba.co.jp 

ＵＲＬ：http://www.lifenet-namba.co.jp 

詳しくは最寄りの店舗か上記までご気軽にお問合せ下さい。 

Target  tatami  of  LIFENET 

当社の標的畳は 
全日本アーチェリー連盟 

公認です。 

≪ＳＤ（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）とＤＸ（ﾃﾞﾗｯｸｽ）の違い≫ 

 ＳＤ：畳の側面部分（断面）が見える状態 

 ＤＸ：畳の側面部分（断面）に加工を施し 

    中身が出てこないようになっています。 

 













情報学部 / 法 学 部 / 経 済 学 部 / 経 営 学 部 / 理 工 学 部 / 建 築 学 部 / 薬 学 部 / 文 芸 学 部 / 総 合 社 会 学 部 /
国 際 学 部 / 農 学 部 / 医 学 部 / 生 物 理 工 学 部 / 工 学 部 / 産 業 理 工 学 部 / 短 期 大 学 部



スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

■ テニス

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に考え、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約、選手と対
等の関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯
● 選手の支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟にオフィ
シャルパートナーとして支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券
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